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権 力の浸 透と 過剰閥→ 1 1 -学紺 青のしがらみとrいじ め｣をめく って 一

淡江大学兼任講師

河村裕之

はじめにフーコーl)は 『監獄の誕生』のなかで､近代国家におけるさまざま

な社会制度､装置の中に張り巡らされた微視的な権力のその巧妙なる存在､威力を詳細に

提示してみせた｡それは,それまでに見られたような､明らかなる圧倒的な力による制圧

ではなく.多く ｢穏やかな｣浸透の仕方を見せる｡権力が,自らを不可視にすることで自

らを行使し､逆に服従対象に対しては可視性を強いることで､遍在性を確

保するようになる｡学校や軍隊.病院､工場､監獄など微視的な権力を内在する装置を

通し,個々人の規格化が推し進められる｡それぞれの装置が有する戦略,戦術により,さま

ざまな ｢規律 凋 11線｣が形成され,逸脱の排除が制度化されていく｡そして､権力に自発

的に服従する主体､言い換えれば,権力の望むような方向での規婦を内面化し､自らを律

し自らを監視する､従順な主体

を生み出していく｡本稿では､この微視的権力の存在を､明治期の近代学校数育制度の導

入時の様子､また,昨今社会問題となっている ｢いじめ｣現象を取り上げる

なかで考察をする｡まず､考察を進めるうえで手がかりとしたいフーコーの権力分析の

視点のうちのいくつかを概観する｡次に,個々人を規格化していこうとする､見えない戦略

装置としての学校,制度化された教育というものについて,日本において学校数青が導入

された明治時代にさかのぼり､その方向性と､またそれを植民地として領有した台湾の地

に持ち込んでいった様子を例に見ながら､権力が主体を変容させようとする､その姿につ

いて考えてみたい｡そのあと.あえて時代を下り､視角も変え､現在の ｢いじめ｣現象之)

を取 り上げたい｡なぜならば,微視的権力の特質,権力関係の発生を考察の対象とすると

き､いじめ現象の背景には通底するものがあると考え声か
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｢ ,.フ_コ_の権力分析の視点 → ｢

｢ = ｣ フーコーの権力分析は､実体としての権力を想定していない｡すなわち､権力は所有さ

れるようなものではなく､あらゆる人間関係の内部において作用し､なんらかの人間関係

が存在するかぎり至るところから生じうるとみる｡真に存在するのは､権力というなにも

のかではなく.局所的で不安定なさまざまな権力関係であり､この権力関係が他者の行為

を統御する｡そして､そこではある事柄が真理とされ､妥当なものとして受け入れられ,

またそれに反対すれば､非足や噸笑を受け､ある仕方で思考することを強制されるように

なる (近藤 1989:43-47)｡そしてそれこそが､前述したごとく､不可視性を保持しつつ

遍在する微視的権力のすがたである｡このような微視的権力のありようが､子どもたちを

包む､ ｢いじめ｣現象につながるその人間関係にも見 られるのではないかと考えるもので

ある｡もちろん､子ども間での権力関係の発生というものは､ ｢上から｣の権力の浸透､

行使に対する思惑とは別次元の様相をはらんでいる｡しかしまた､ ｢下から｣それらを支

えるという面をももっており､そして両者とも､遍在性､不可視性を有しつつ存在し, ｢

網の目｣の永続的な監視状況を生み出しているという点では共通するものがあろうという

のが､本稿での見方であるo

さて､フーコーが権力の問題に深く関わるようになったのは､.人間主体が生産関係や象

徴関係の中に置かれる一方で､複雑きわまる権力関係の中に等しく置かれてもいることが

早くから明らかになったからであると､フーコー自身述べている｡ ｢この20年問を通じ

ての私の仕事の目標が何であったのかということを述べてみたい｡それは権力現象を分析

することでも､その分析の基礎を築くことでもなかった｡私の目的は､そうではなくて､

私たちの文化において人間が主体化され (-服従を強いられ)ているさまざまな様式につ

いて､一つの歴史を構想することであった｡-･･私の研究の統一的主題は権力ではなく､

主体なのである｣と (フーコー 1984:235)｡そして､ r主体｣という欝にこっの意味づ

けをしている｡ ｢支配と従属という形で他者に依存していること｣と, ｢良心や自己認識

によって自らのアイデンティティと結びついていること｣である｡そして､どちらの意味

も､従属させ､服従させる権力形式につながっている(同 :258)のであると｡

全ての権力関係､それは､国家支配の下で､教育 ･法 ･経済 ･家族等の制度形態をとり

ながら合理化､集中化され､従属し服従する主体を生み出していく｡教育制度を例に取る

ならば､ r学習や適応力の習得や行動様式を確保する活動は､統御されたコミュニケ-シ
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〔 ヨン (教課, 質疑応答､命令､訓戒､命令服従を要求する合図､各個人の r価値 ｣と知識

のレベル
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｢ 期の様子は､正にこの構図を当てはめてみることができよう｡集約的大量生産活動に携わ

る均質な労働者､近代軍隊の兵員を大量に安定的に獲得していくために必要不可欠とされ

1.LL た制度.装置であった｡学校教育臥 ｢近代人があまりにもその習慣になじんでいるため

に､それがある特定の思想の産物であることを忘れがち｣ (山崎:121)になるほどの存在

となっていった｡声健次は, ｢日本の教育は学校教育とほとんど同義語とされるほどに学

校制度に呪縛され､さらに企業中心の日本社会全体が r学校化社会』と称されるくらいに､

学校制度という支配装置に規定されている｣と述べる (声 :196)｡

初等教育実施の整備がその基礎となった｡親もと､家庭のなかにある ｢子ども｣は､未

だ非社会的､ ｢個人的｣存在であると見なされ､｢児童 ･生徒｣としてその身体を管理し､

公教育を受けさせることで位階秩序のなかに組み込んでいく対象とされていく｡それまで､

しつけ､保健衛生など家庭のなかで行なわれていた教育的部分まで､国が掌握していこう

とするB豪のなかに､国家の都合や思惑が入 り込んでくる｡そして､家が､地域が変容し

ていく｡強力な中央集権体制の下､家父長制に基づく ｢家｣の､国家体制を支える政治的

装置としての位置付けが強まっていくことになる｡傭人を身近な共同体での生活範囲から

国家の成員としての1生界に向かわせていき.それまで地域により､身分により､類型的に

さまざまであった個々人が ｢日本国国民｣としての同質的なアイデンティティ形成 (｢同

化｣とも言えるであろう)の対象とされてPく｡そして ｢日本国｣という国家体制に帰属

する ｢国民-日本人｣という集団が創出されていく｡国民国家体制が定着していく8

公教育の普及は､チビもたちを家､故郷から切り離し､都市へと移動させていくことに

なり､学校教育を受けることが､社会的上昇､｢立身出世｣につながっていくのだという信

念ともいえるものが根付いていく｡イリッチが F脱学校の社会Jのなかで､学校制度を支

える存在として提示した ｢潜在的カリキュラム｣､つまり ｢学校教育によって効果的により

よい生活が得られるといった観念などを神話的に浸透させる構造を示すもの｣が､制度の

下で生きていくことを選択させていく｡自らを不可視にした権力のひとつのすがたがそこ

にはある｡それ以前は､町民､農民等の生活世界においては､それぞれの限られた生活圏､

生活形態のなかで生涯が完結する可能性が高く､家庭､地域の中で行なわれていた教育も

主として､そうした生活背景を反映してのものであった｡江戸期に民衆自身のカでかなり

普及していた初等教育機関である寺子屋､私塾､村塾等においても､いわゆる読み書きそ

ろばんを中心にした実用的な知識や技能､生きていく上での知恵といったものの習得が目

指され､地域性やチビもたちそれぞれの家業に即したような教育が進められていた｡それ
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〔 ら琴生活か 世間知の範囲を大きく越えるものではなかった｡ただ､村や共同体の潅宮に

よるもの
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｢ ∠鹿茸ニカ ヲ肘と.… ｣ (下線部聾者)､また ｢校則ハ校内ノ秩序ヲ静粛ナラシムルニ止

ラス兼テ生徒ノ亀鑑塵誘スルノ要具クリ..‥｣ (同) と､上述の普通教育の目的を達成す
r
1.LL るためには､道徳教育にカを入れることは多くの知識を与えることよりも緊要であり､校

則も徳誼勧誘に資するものでもあると書かれている点である｡人格教育が,国家の意図に

そった画一性､均質性の浸透と並行してとらえられるなかで､ ｢精神｣へのはたらきかけ

が重視されていくのである｡

そして､その教員養成の中心的機関となったものが各地に設置されていった師範学校で

あらた｡師鳴学校では､兵営訓練 ･行軍演習などの軍隊式教育が導入され､国家主義色の

濃い教員養成が行なわれていった｡各学校とも寄宿舎での生活を義務づけていたが､それ

がまた兵営式であり､舎監も軍人であった｡そして1886年には､東京師範学校校長に現役

の陸軍大佐が就任することになる (群 前掲書)｡軍隊式の画一的集団行動の合理性が過

度に重視されると,秩序から外れる者は特殊化され､排除､矯正の対象となっていく｡そ

うした対象となることへの恐れ､忌避意識が､集団としての ｢まとまり｣や ｢同質性｣の

形成を更に強固なものとし､そして､組織のイデオロギーに.国家のイデオロギーに自発

的に服従する主体を効率的に生み出していくという構図をみることができよう｡

森有礼は､尋常師鴨学校においての演説 (1885.於埼玉県)で､教員の資格について ｢

第-ハ鑑頗ナル気質ヲ開発スノゝキ教育ヲナスコトナリ､唯命是レ従フト云フ義ニシテ,此

鑑頗ノ教育ヲ施シテ之ヲ習慣 トナサヽルへカラス､‥‥｣ (1886F大日本教育会雑誌』第

27号 長浜編より 下線部筆者)としている｡翌1886年公布された r師範学校令Jにも､そ

の第-条に r師鳴学校ハ教員 トナルへキモノヲ養成スル所 トス但生徒ヲシテ順良鍔愛威塵

ノ気質ヲ億へシムルコトニ注目スへキモノトス｣ (長浜編同上書より 下線部筆者)とあ

る｡また､ ｢豊遜教育ノ本源タル師鞄登塵二於テ能ク其職ヲ尽スニアリ,蓋シ師範学校ニ

テ生徒ノ教育管理凍済等二注意シ其基礎ヲ国フスルハ之力第-着ナリトス,尚此外ニモ国

運ヲ進ムル方法許多ナルへシト錐モ十ノ八九ハ此師範学校ノカニ俵ラスンハアラスJ (岡

上)と述べられている｡同質的なまとまりの浸透を目指 し､そのために r精神｣へのはた

らきかけを重鶴していこうとした様子､そして､学校教育､師縮学校､教員の位置づげ等

をうかがい知ることができる｡もっとも､教育における徳の重視は､それまでにもみられ

ることであり,知育偏重に傾かないバランスある教育のありかたとしての方向性それ自体

は､現在でも広く理想と考えられるものであろう｡しかしながら,上述したように明治以

降のそれが､国家の意図する特定の思惑やイデオロギーと密接につながったり､また画-
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〔 性の浸透を達成するする手段としての色をもたされた｡すること樗おいて､それらとは区

d ､

別されよう｡

チビもたちの前に立つ教員が養成されていった教育環境そのものが､まず このような､

r規律 ･訓練的な権力が逸脱を排除し.個々人の規格化を推し進めていく｣というフーコ

ーの分析を正に具現している状況であった｡そして､教員になることを目指す者たちにと

って､そうした過程を産て獲得できるその職業的地位は一つの明確な社会的上昇のかたち

でもあり､またさらなる上昇へのステップにもなり得るものとなっていった｡そしてその

教員たちによって､公的教育を受けることの功利位がチビもたちに伝えられていく｡国家

による教育の必要性よりも､労働力としての子どもを学校に持っていかれまいとする民衆

たちによる反対運動 (学校一挟)なども起こったものの､学校教育の浸透は着々と進んで

いく｡標準語 (共通語)､つまり ｢国語｣の普及を目指すとともに､ r国民｣としてのイ

デオロギーの浸透が進められていく｡教育が ｢想像の共同体｣ (アンダーソン,ち)形成

の基礎を支えていく｡

デュルケムは, ｢教育は個人およびその利害をその唯-の､もしくは主要目的とするの

ではなく､それは何よりもまず社会が恒久的に自己国有の存在条件を更新する手段である｡

社会はその成員間に充分な同質性が存在することによってのみ存続しうる｡教育は予め子

どもの清神に集合生活が予想する本質的類似性を国定させることによフて､この同質性を

恒久化し,強国にするのである｣ (1976:127)と述べているが､日本においては､その同

質性の存在追求が､ r従順さ｣,また集団的まとまりを過剰に要求するなかでなされよう

としてきたという傾向が,ここでみた学校教育導入期の状況にもみられる｡

現在の学校生活においても生徒たちは.班単位,クラス単位で皆が同じペースで行動し､

足並みを揃えることが求められ,その達成度が測られる｡朝礼での整列､掃除､給食､ま

た頭髪や服装,持ち物,提出物のチェック等々､日常の生活が微細にその対象とされる｡

そしてそのなかに､ペースを､同質性を乱す者 (逸脱する者)がいれば､それは教師から

だけではなく,クラスメー トからも異端祝され,非難の対象となるo全員が同じペースで

同じ行動をとることの合理性が重んじられ､それが当然視されるB ｢安全､清潔｣､ ｢整

理 ･整頓｣､ ｢集団生活を学ぶ｣､ ｢みんないっしょに｣､ '｢他人に迷惑をかけない｣と

いった､それ自体には異論の出ないような ｢正義｣がその背景となる｡そして､学校､教

師から (上から)の管饗,監視にくわえ､生徒間の相互監視状況が常態化し､傭人の自律

が促されていく｡それは､教師にとって, ｢管理主義というのは､ある面で楽｡すべての
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｢ 生徒を-つの枠に入れてその枠からはみでる生徒だけを問摩れ ているのだから｡そうす

ることが決して教育の本来あるべき姿ではないが‥‥｣ (日本平和学会 :40)といった面

1.LL を生み出してもいる｡こうした状況がもたらしてきた同調性や協調性の過剰志向が､今日

のいじめ現象の底流にあると思われる｡多数者側となる者と少数者となる者とのあいだに

権力関係が発生しているとみることができる｡

-台湾への持ち込み-

--･｢台湾統治の三十年間が産済的には日本資本による資本主義化なりし如く教育上に

は日本語による近代教育化であり､而して我教育も亦資本と同じく国家権力によりて移入

せられた｣ (失内原 1929)--｡

明治政府の教育行政の方針､経験は､その後の台湾における植民地敦育行政に持ち込ま

れていくBその一端も見ておきたい｡

｢彼等ノ息盈界ヲ改造シテ日本人ノ思想 卜同化セシメ全ク同一ノ国民 トナラシメザルベ

カラズ､而シテ此ノ如ク彼等ノ轄神ヲ征服スルパ即チ普通教育ノ任務ナリ｣ (信濃教育会

1958:162下線部聾者)｡これは,日本にとり初めての植民地領土となうた台湾において､

初代の学務部長であった伊浮修二が述べている教育観である｡

また､国語伝習所 (領有後すぐの1896年に設けられた最初の初等普通教育機関)規則に

はこうある｡ ｢国語伝習所ハ本島人二国語ヲ教授シテ其日常ノ生活二資シ且本国的精神ヲ

養成スルヲ以テ本旨トス｣ (鍾 1993より 下線部筆者)｡国語伝習所は､1898年に公学校

(同様に台湾人子弟を対象にしたもの)に改設されるが､その ｢公学校規則j8.=は r公学

校ハ本島人ノ子弟二極管ヲ施ナ実学ヲ授ケ以テ国民タル ノ性格ヲ養成シ同時二国語二精通

セシムルヲ以テ本旨トス｣とある (鍾 同上書より 下線部筆者)｡公学校規則は以後改訂

を重ねていくが､やはり ｢修身｣が重要祝され､ ｢ヨイコドモ｣､ ｢国民タルノ性格｣､

｢順良ナル臣民｣を養成することが常に教育目略の根幹にあり続けていく｡

学校は､統治する側にとり､従瀬で､必要に応じ活用できる人的資源としての ｢臣民｣

の養成と同時に ｢社会統制｣としての機能が重要視された機関 (装置)であった｡エリー

ト層の形成も計画されていく (統治側に利する存在としての必要性を思惑としてもちつつ)

が､一般層には､あくまでも治安維持､保健衛生,資源開発､集団生産活動等に必要な範

囲での教育を施すことが主眼であった｡そこでは､人材の養成機能と共に人々に対する啓

蒙 ･教化の機能が期待された｡本国でのものと同様の構図､ ｢新衛士ノ国民 トシテ遣塵戯
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｢ 受けるその影響晶 然強いものとなる｡この章で臥 微視的権力の特質と､学校教育にお

√ /
ける集団的まとまりや同質性重視の性向に関連してt,時代を下り,昨今の ｢いじめ｣現象

1.LL を取り上げる｡

この十数年来､子どもたちを取り巻くいじめ現象が､とりわけ小 ･中学生の間でのいじ

めが問題となっている｡最近も､いじめを苦にした小 ･中学生の自殺や殺人にいたるまで

のいじめ､また､いじめに対する報復としての殺人,傷害事件などが､たびたび伝えられ

ている｡不登校や精神障害の原因として指摘されることも多い｡そして緊急の対策が求め

られながらも､その実態を把握することさえ困難な様相を呈している｡児童､生徒間での

いじめが社会問題化し始めたなか､警察庁は1985年に､いじめにからむ事件と自殺の実態

調査を初めて発表した｡また､1995年 3月､文部省は Fいじめ対策緊急会誌報告-いじめ

の問題の解決のために当面取るべき方策について-』をまとめ､翌1996年､ Fいじめ問題

緊急対応措置』を発表している｡その他全国各地の教育委員会､多くの教育関係者やさま

ざまな分野の研究者､マスメディア等々によって,実旗の把握と対応がなされようとして

きている｡

しかし､事件化､顕在化してくるものはあくまでもごく一部のものであり､多くは潜在

化しているのが実情のようである｡自殺した生徒が残した遺書によって､親も学校もそれ

までの様子を初めて知ることになるという現実がある｡この見えない､見えにくいという

こと､つまり不可視性と､そしてまた､どこででも誰にでも､にわかに起こり得るという

こと､つまり偏在性というものが､現代の ｢いじめ｣の大きな特徴といえる｡そこに,敬

視的権力の特質と通底するものがあるのではないかと考えるものである｡また､対応を図

るにも個別対処的なものでは限界があり8)､問題は社会構造や文化的背景にまで及ぶもの

であると考えられる｡言い換えれば､それはただ学校､チビもたちの世界に限定された問

題として捉えられるものではなく,背景には大人社会､日本社会の思考の型が潜んでいる

ということになる｡長年にわたりいじめ問題の研究に携わってきている森田と清永は､す

べての少年がいじめの潜在的加害者として存在すると同時に､ ｢いじめ加害の心｣は子ど

も世界だけのものではないとし.いじめ研究が社会制度や文化的精神的コンテクス トまで

を視野に納める必要性を述べている (森田 ･清永 :y～Ⅵ) 7).D筆者が､本稿のなかでいじ

めの事例を取り上げようとすることも､こうした見方の延長線上にあるものである｡

もちろん､いじめを生み出している原因､背景とされろものには多くの議論がある｡学

校 ･学校教育のあり方-いわゆる管理教育､受数圧力からくるス トレス､成境という単一
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｢ 乗にさまざまである言 上 ｢l

√ /
さて､いじめは従来から､泉質なものを排除する行為として､また弱者への攻磐として

1.L｣ 理解されてきたが､近年のいじめは､ここで概観したように､またかなり違った様相を見

せている｡もちろん､先はども述べたように､個々の具体的ないじめにはそれぞれの様相

がある｡無数にある多様ないじめを少数の類型に分けることにも限界があろうし､また ｢

いじめに代表例はない｣ (浜田 ･野田 :83)ということもふまえながら､ここでの問題関

心である,微視的権力の不可視性と遍在健､そして過剰同調という視点から,その様子を､

生徒､教員らの発言を引用するかたちで見てみることにする｡

*｢大半の生徒たちが､被害者でもあり､加害者でもある｡いつ標的にされるか分から

ないから､油断できない｡ある朝登校してみると､昨日ふざけ合った仲間までもが､全員

背を向けている｡それは突然弟いかかってくる｡原因も理由もない｡ 『あいっ､ムカつく』

と誰かが言って,周りが同調すれば,それで決まる｣ ｡ (中三多数 NHX :126)

*｢私はいじめられる子のことは嫌いじゃないけど､もしいじめたくないと言ったら自

分がいじめられる｡だからいっしょになっていじめてしまう｣ ｡ (中二 ･女子､NHK :

135～6)

*｢もし､ r友だち』と違った思考 ･行動をとったら､ F友だち)ではいられなくなる､

自分一人になってしまうという強迫観念がある｡ F同じである』ことを確認し.仲間であ

ることを確認し合う｡そのために時間を共有し､会話を楽しんでいる｡ 『友だち』と違う

行動をとるとき.異質なものに対する攻撃として, F仲間はずれ (いじめ)』の問題が生

まれてくる｣ ｡ (中学校教員 ･男性､NHK :187-8)

*｢疲れた顔で登校してくる｡ 『何か重い荷物を背負って登校してくる』ような状況で.

教室に入ってもー人でボーッとしていたり､人の目を気にしたりしている生徒が多い｡そ

れが授業中もずっと続き､放課後になって別れの挨拶をするときに初めて笑顔になる｡あ

りのままの自分ではなくて､他人を演t;ている場合が多い｡学校の中では F自分はこれだ

けのものができる』というものを持っていながら､自分より小さい自分を演じて生きてい

る｡それが友だちと交わるのに一番いい処世術になっている∴ .‥もし自分を出したら､

『マジ』 8)Fプリッチj a)などと言われてからかわれる｣ ｡ (中学校教員 ･男性､NHK

:204)

*｢人を殴るとかいう表面に見える暴力だけでなく､誰がやったのか分からない暴力が
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当たり前』という考え方が支配的Jo (不登校生の母､NHK :203)･

以上､学校世界での様子を伝える声をいくつかあげてみたが,その他いかに些細なこと

や思わぬことが､いじめのきっかけや口実となっているかということを､さらに垣間見る

ために､そのいくつかを窪列して挙げることにする (身体的特徴､癖､家庭状況などは除

く)｡

-分厚いカバンで通学する/祖母手作りのものを着ている (センスが違っている)/ス

カー トの丈が短い/休み時間に本を読む/授業中に率先して手を挙げたり､体育でも先頭

をきってやる/ものごとをはっきりと主茨する/元気ではきはきとものを言う/まじめで

ある/成碑が良い/クラスがうるさいので注意した/掃除をさぼった子に注意した/いじ

められていた子をかばった/異性と気楽に話す/クラス内のグループに入ることを拒否し

た‥‥.｡

いじめる側はこれらのことを原因や理由に､ ｢協調しない｣, ｢不快感を覚える｣､ r

生意気だ｣I rにくい｣､ ｢気が合わない｣､ ｢ムカック｣などとしていじめを行なう｡

また､ ｢ただなんとなく｣. ｢おもしろいから｣､ ｢すっきりするから｣などと､そして

｢相手はだれでもよかった｣､ ｢たまたまそこにいたから｣などと､対象を特定する原因

や理由ははっきりしないということを述べる声 (いじめる側の)も少なくない｡

さて､その他数多くのいじめが起こっている様子を伝える具体例をふまえ､それらから

浮かび上がってくることのなかで､とりわけ以下の点に注目をしたい｡上記の特徴(診､④､

⑤に関連性があり､またこれまでに述べたことと重複する点もあるが､ここであらためて

整理することにしたいO

まず､(1)いじめの対象となる者が一定しない｡つまり､いじめる者といじめられる者

との境界があいまいなケースが多く見られ､帝者､強者を問わず､ほんの些細なことで､

ちょっと違う様子を示すことで,誰しもがいじめの対象となる可能性がある､という点で

あるOいじめに同調しなければ次は自分がいじめの対象になる, ｢共同体｣から排除され

てしまうという恐れが自己抑臥 また迎合を強くさせる｡そこに.不可視性を保ちつつ遍

在する微視的権力の特質を見ることができる｡ ｢上｣からの思惑を受け､またそのテクニ

ックにより､子どもたちの世界が下位集団となって網の目の相互監視状況を作り上げてい
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〔 る (チビもたち.自身による醐 また規範の内面化)と捉えることができるoそしてそれ臥

人間関係や''存在するところどこにでも発生しうるという権力関係のすがたであるOチビも

たちの声のなかには, ｢飯南友だち｣I ｢いい子かぶり｣などといった表現が多く聞かれ

る.とにかく目立つことを避け､周囲のまなざしや周囲との関係に過敏なほどに神経を使

っている様子が伝わってくる｡また､些細なこと､思わぬことが異質な者として認識され､

排除､いじめの対象にされてしまうということについては､荻野の ｢他者論｣が示唆的で

ある｡固定化され､これに基づいた秩序が成立している場合とは区別された､ある存在が､

たまたま他者とされる場合のものである｡ ｢状況によって､異なった特徴を持った存在が

他者とみなされる｣､言い換えれば､ r誰でも複合によっては,他者としての特徴を帯び

ることがありうる｣とするものである (荻野 :44)｡同質性を強く求めることに ｢慣れさ

れた｣なかでは､些細な差異が際立って異質なものとして,対象化されうるのだろうか｡

つぎに､(2)いじめられる側に排除される原因があるのだと､いじめる側が自らのいじ

めを正当化する､という点があげられる,これは(1)に関連して鹿えることができる｡い

じめ行為の言い訳けとして､まとまりを乱す者を自分たちで (下位集団内で)罰した､矯

正しようとしたのだという立場をとるのである｡自分たちが求められてきた同質性や協調

性､集団行動の重視といったことを､いじめ行為の正当化に荻狩に利用しているともいえ

る｡

そして,(3)多数の迎合する眉や傍観する層の存在がいじめを助長し､またいじ率を見

えにくくしている.という点である｡自己保身から見て見ぬふりや､いじめに付き合うと

いった行動をとっている｡これも(1)の微視的権力の特質につながるものである｡正義感

を出すことは危険を冒すこととなる｡成功して多数層を形成できれば力関係の逆転も生ま

れるが､周囲の思惑を測りきれず安全な立場をとることとなる｡

結びにかえて

現場の小学校教員の声に次のようなものがあった｡ ｢学校は生命ほど大切ではない｣､

r死の直前まで学校に通い続ける子たちにショックを受ける'.学校の存在が大きすぎるの

ではないか｣ (1996年 1月29日付神戸新聞朝刊)｡文相も rいじめを受けている子が.坐

命までなくしてしまうような事態であるならば､学校を休むのもやむを得ない｣といった

主旨の発言をしている｡当然であろう｡しかしながら､児童 ･生徒にとっては､･学校へ行

47



(､ ｢~､ rJ ( ･ヽ

｢ かないという ｢選択｣に対しても,その結果､逸脱した存在になってしまう､ ｢内申書｣

√ /
に影響する (進むべく次のステップに不利になる)､といった事態に陥ることへの予期か

1.LL ら受ける圧迫がまた強く存在している｡フリースクールや単位臥 通信制の学校のような

別だての教育機会の存在も､小 ･中学校段階ではまだ十分ではない｡

成長期､人格形成期として位置づけちれるライフステージの主要部分を､教育期として

学校数膏のなかで過ごし次のステージに進んでいくという過程が､その年齢期において､

提示され存在している現実である｡そして,その学校教育の場においては､上述したごと

く､ ｢集団生活を学ぶ｣､ ｢協調性を育む｣I ｢一致団結｣､ ｢秩序正しい生活を｣等々

のことがらが､誰もが疑いを差しはさむべくもない共通の目標事項として提示され､美名

の下に､集団的まとまりや統一､画-的同質性が過剰に要求されてきたのではなかったの

だろうか｡そしてそのことが､僻よりも集団を庭先することを当然のこととし､児童 ･生

徒自らの間に集団相互監視的状況を生じさせてきたのではなかったか｡さまざまに異質な

ものを見つけ出し､特殊化し､差別 ･排除しようとする｡そしていじめq)対象とし.死の

選択に追い込むような ｢暴力｣ (物理的暴力であるとは限らない)の行使にまでもいたっ

てしまう｡他の者の様子や歩調と何か少しでもちがっていることが個性とならない｡いつ

誰がどんな些細なことからその対象とされるのかわからない｡誰もがどちらの立場にもな

りうる｡目立つこと､僻性や独自性を出すこと､周囲と逢った行動をとることは安全を脅

かす｡そして､ ｢自分はその対象にはなりたくない｣という気持ちが､多くの傍観層を生

み出し,いじめを助長させる｡前述したように､いじめの原因や背景はこうした視角から

だけで説明しうるものではないが､そこにはこのように構造化された状況というものの存

在があろうと考え､それをここでは見てきた｡不可視性をもった監視､抑圧のきっかけが､

上方向からだけではなく､いたるところに網の目のごとく広がっているのである｡

また,頭髪､服装等に関する強制や規制,その他種々微細に設けられている数々の校則

も､集団的まとまりや統一性､同質性などを過剰に重要視する方向性の表れと言えよう｡

経済性､利便性などの点から､合理性を有しているものもあるが､意味合いに疑問がもた

れるものは多く (同質性､統一性の維持のみを目的とするごとくの)､たびたび議論の対

象ともなってきている｡一種の r同化｣思想と宙とらえることができよう｡

また､たとえば ｢中学生らしさ｣､ ｢男らしさ ･女らしさ｣､ ｢日本人らしさ｣等々､

社会的に求められる ｢～らしさJ r～らしく｣ ｢～として｣といった規範の存在にも同質

性の過剰重視がみられる｡

＼
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( ･ヽそして､ こうした同質性 (同化)の追求にともなう集団思考にさまざまな差別意

識が潜むことになるのではないか｡例えば在日コリアン､華人､ニューカマー､その他異

なる文化的背景をもって日本で暮らす人たちの､また心身に障害をもっている人たちなど

の個性やちがいに対する認識や想像力に欠如があるとすれば,それもまた同質性の過剰重

視への幻想に惑わされている結果なのではないだろうか｡帰国子女に対するいじめも多く

伝えられてきているが､そこにも通底するものがあろう｡アイヌや琉球に対して､そして

台湾､朝鮮半島などで推し進められた剛 ヒ政策 ･故膏の根本方針や手段にも､こうした発

想や型につながるものがあるのではないだろ

うか｡さて､本稿でみてきたような､集団としての同質性やまとまりを優先する価値基

準に対する評価は､随分と変化してきている一方で､社会的な支持力は未だ広く,そして

強く保持されていると思われる｡そして.それは学校だけではなく､企業風土をふくめ､

あらゆる組殺､日本社会に広く認められる傾向でもある｡集団としてのまとまりが優先さ

れるなかでは, r個人的判断が集団思考のワクを超える時,その個人は所属するメンバー

によって形成された "場"の力動的心理 (dynaJnicpsychology)のメカニズムによって､

いわゆる "村八分''の状態にまで押し込められてしまう危険性も革む｣ (箱崎 :62)ことと

なる｡いわゆる ｢出る杭は打たれる｣といった情況で

ある｡ここで引用した箱崎の論文は､日本のビジネスマンを取り上げたものだが,い･じ

めを生む児童 ･生徒問の相互関係とパラレルに捉えることができる｡所属する狭い人間関

係の壕では､個人的行動や発言の自由がしばしば抑制され,自我防衛の面にもかなり屈折

した心理的操作が必要になることが述べられている｡相互的な比較がなされることが多く

､相互のメンバーはお互いに適応しあう必要があり,そして ｢過剰適応｣により主体性を

喪失するケースも生み出されてくるとする (同 :67-68)｡微視的権力の特性を京す､権

力関係発生のすがたそのものといえよう｡限定された場の力動的心理が強くはたらくなか

では､r集団思考､及び､ "場"に随伴して存在している支配的な情緒的雰囲気の存在｣

(同 :63)が特徴的にはたらく｡箱崎は, こうした対人関係を日本文化圏における特徴だ

とし,r所属する "場''のメンバー全員が共通して感する "共感的生きがい"の発生を促

す場合すらしばしば認められ､時としては企業全体が高揚した心理的雰囲気によってすっ

ぽりと被われてしまっている状旗すら認められる｣ (同上)とも述べている｡こうした集

団においては､自我の強調はしばしば萌実的なビジネス遂行の際の困難となってはねかえ

ってくるが､その反面､集団の "場-の持つ論理にしたがえば､個人的困難の際の相互扶助も期
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｢ 待しうる 胴 :68)といった面を併せもつ｡それだけに､ こうした ｢共同体｣から外れる

ことは､非常な疎外感をもたらすことになる｡

1.i ･ いじめ事例のなかに･担任の強いリーダーシップの下､何事にも敏速でまとまりある行

動をとることをモットーとしている極めて団結力のクラスのなかで (｢このクラスのまま

で中学に進学したい｣という声もあったほどであるという)､そうしたペースについてい

けず普段から浮き上が りぎみであった子が偶発的なきっかけで犯してしまったミスが､ク

ラス全体の誇 りを傷つけたとして､明確な非難の対象とされ､いじめられ､登校拒否症と

なったというケースの.報告があった (長岡 :135-7)が､そこには ｢共感的生きがい｣の

発生とその集団性が併せもつ排他性の強さが見 られる｡チビもたちにとっては､学校での

同年齢集団から外れることは､とりわけ深い絶望感を生み出すこととなる｡

これまでに見てきたように､そうした状況に置かれることへの忌避意識､言い換えれば､

個々が自己の ｢居場所｣を保とうとする意識が､いじめ発生の抑止力を阻むことともなり､

そして集団としての ｢まとまり｣を維持させていく｡

微視的権力は所有されるようなものではなく､なんらかの人間関係が存在するかぎり至

るところに生じ､他者の行為を統御し､逸脱を排除する｡そして, ｢従順な｣主体を生み

出していくのである｡

汰

1)Foucault,出iche11926-84｡フランスの哲学者､思想家｡西欧の近代性を規定する､

知や理性､また主体､そして権力などのすがたや成立条件について再検討を試みること

を大きな研究テーマとしたd言黄や事物の存在を支える具体的なカ､カと力の関係に注

目し､それらを詳細に記述-分析する独自の方法論 (rアルケオロジー｣)を開拓し.

それをもって､狂気や犯罪､性的禁忌､その他さまざまな ｢逸脱｣を､制度的に排除す

る諸形態のありさまを探求した｡

2)いじめの現状把握の素材としては､NHKにより収銀､採録されたチビもたち (主と

して､小 ･中学生のもの)や教師の声の記録 (投稿を含む｡参考文献に記載)､漫画雑

誌 (『少年ジャンプj)の編集部に投稿されたもの (参考文献に記載)､NHK教育テ

レビETV特集番組 (1999年 1月10日､14時間にわたり放送されたもの｡スタ

ジオ収録)でのチビもたちや教師の発言､その他新開 ･雑誌記事､また参考文献に記 し

た多くのいじめ関連の調査 ･研究書等に記載の事例を参考にさせていただいた｡
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〔 3)受臥 進学に際し-出身校が作成する､学業成親や課外括臥 .また性格や品行などに

ついての
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∩ 1995 ｢座談会 'いじめ相 殺をめぐ｡て｣ 『い｡め自殺｡ (雛 ｡エスプ ｡別冊 稲村 博l

了 ｣
･斎藤友紀雄編集)
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1977 F脱学校の社会』 (東 洋 ･小棒周三訳) 東京創元社

内田隆三

1984 ｢フーコーの望遠鏡｣ r思想』第718号

江川頼子 ･NHXr少年少女プロジェク ト｣編著

1998 FNHKスItシャルセレクション 証言10代～もっと静たll!放ちのこと1 日本放送出版協会

NHK｢14歳 ･LElの風景｣プロジェクト編

1998 rNHKスペシャルセレクション 14歳･心の風景』 日本放送出版協会

大田 轟

1995 『子どもと齢 なぜ学校へ行 くのかj [新版] 岩波書店

岡田斗司夫

.1995 Fぼくたちの洗脳社会』 朝 日新聞社

問堂哲雄他
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1993 F現代学校教育大事典 j ぎょうせい

鎌田 慧

1995 『生きるための学校3 岩波書店

1998 『いじめ社会の子どもたちj 講談社

キツセ, J II

1980 ｢社会問題 としての帰国子女問題｣ (講演.&) F変動社会 と教育一視化をめ(る開シンポ

ジウム』 (現代のエスプ リ別冊 門脇厚司 ･廉 喜美 ･山村澄明編集)

木原孝博

1990 ｢学級のなかのチビもたち-鮒鋤鍋からJ Tシンポジウム ･チビもj (現代のエス

プ リ別冊 深谷昌志宙集)

木原孝博 ･武藤孝典 ･熊谷一乗 ･藤田英典編著

52.



F【

｢ 二､･･

:I/ II . :I

(､ ｢~､ rJ ( ･ヽ
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浮
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1990 ｢フーコーにおける権力分析のパ ラダイム- 曝麓の組 の方艶約-｣ 『ソシオロジ』

第34巻3号

坂本昇一編
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坂本秀夫
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桜井哲夫

1984 『r近代｣の意味一新度としての学か=喝1 (NI,iKブックス470) 日本放送出版協会

信濃教育会編

1958 r台湾の教育｣ r伊浮修二逮集3

鍾 清 漠

1993 F日本植民地下における台湾教育史』 多賀出版

千石 保

1995 ｢いじめの構造-ア刈カと脂J Fいじめ自殺 j (現代のエスプ リ別冊 稲村 博 ･斎

藤友紀雄編集)

ティントウ,ヴィンセント
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(麻生誠 ･米川英樹編集､解説)

土屋 守監修 ･週刊少年ジャンプ編集部･編

1995 rジャンプいじめリポー ト 1800通の心の叫びJ 集英社

デューィ,ジョン

1998 F学校と社会 ･子 どもとカリキュラム』 (市村尚久訳) 講談社

デュルケム,エミール

1976 r教育と社会学』 (佐々木交繋訳) 誠信書房

長岡利貞
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